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物
価
高
や
人
口
減
少
な
ど
の

対
応
が
急
務
と
な
る
中
、
暮
ら

し
・
経
済
へ
の
支
援
や
、子
育
て
・

教
育
環
境
の
整
備
、公
共
交
通
の

充
実
な
ど
、
市
民
が
安
心
の
暮
ら

し
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
必
要
で
す
。 

福
山
市
議
団
は
、
昨
年
12
月
、

市
の
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、６

つ
の
テ
ー
マ
、
52
分
野
、
５
０

８
項
目
の
多
岐
に
わ
た
る
要
望

を
提
出
し
ま
し
た
が
、
新
年
度
予

算
に
一
部
反
映
さ
れ
ま
し
た
。 

         

   

来
年
１
月
か
ら
一
部
負
担
金

（
５
０
０
円
）
で
受
診
で
き
る
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

年
齢
を
高
校
生
年
代
ま
で
拡
充

す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。 

福
山
市
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
対
象
は
長
ら
く
就
学
前
ま

で
で
し
た
が
、市
議
団
は
拡
充
を

求
め
て
市
民
と
の
要
望
署
名
や

議
会
論
戦
に
繰
り
返
し
取
り
組

み
、２
０
１
９
年
に
対
象
が
中
学

生
ま
で
に
、２
０
２
４
年
に
は
所

得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、県
東
部
で
は
２
０
２

４
年
時
点
で
対
象
が
中
学
生
ま

で
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
は
福
山

市
の
み
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
市

議
団
は
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め

て
い
ま
し
た
。 

   

昨
年
２
月
、
福
山
保
育
団
体
連

絡
会
は
市
議
団
が
同
席
の
も
と
、

６
４
２
３
筆
の
署
名
を
添
え
て
、

「
保
育
予
算
を
増
や
し
保
育
行
政

の
充
実
を
求
め
る
要
請
書
」
を
提

出
し
、
保
育
料
や
給
食
費
の
無
償

化
を
含
む
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

要
望
懇
談
で
は
、
参
加
者
か
ら

「
第
２
子
以
降
の
保
育
料
は
無
償

に
な
っ
た
け
れ
ど
、
一
人
目
の
子

ど
も
の
保
育
料
も
高
く
て
大
変
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
る
中
、
市
は

「
第
２
子
以
降
無
償
化
に
７
億
円

が
必
要
と
な
っ
た
」
と
慎
重
姿
勢

で
し
た
が
、
独
自
に
軽
減
を
行
う

方
針
へ
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。 

   

福
山
市
は
75
歳
以
上
の
市
民

税
非
課
税
者
に
年
間
５
０
０
０

円
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
共
通
券
を

配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
年
度

予
算
で
は
、
所
得
制
限
を
撤
廃
し

て
全
て
の
75
歳
以
上
の
市
民
を

対
象
と
し
、
２
０
０
０
円
分
の
バ

ス
専
用
乗
車
券
を
上
乗
せ
し
て

配
布
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

市
議
団
は
議
会
質
問
や
要
望

書
で
、
所
得
制
限
を
設
け
ず
、

金
額
を
抜
本
的
に
増
額
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
ま
し
た
。 

   

 

新
年
度
予
算
に
は
、
子
育
て

に
か
か
る
経
済
的
負
担
の
軽
減

や
交
通
費
へ
の
支
援
を
行
う
一

方
、
負
担
増
も
含
ま
れ
ま
す
。 

 

保
育
料
の
引
き
下
げ
検
討
と

と
も
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
料
の
引
上
げ
を
セ
ッ
ト

で
検
討
す
る
方
針
で
す
。 

 

ま
た
、
国
保
税
や
後
期
医
療

保
険
料
な
ど
、
高
齢
者
や
自
営

業
者
な
ど
が
支
払
う
社
会
保
険

料
の
大
幅
引
き
上
げ
を
行
い
、

市
民
・
事
業
者
が
使
用
す
る
水

道
料
金
の
平
均
18
％
の
引
上
げ

を
、
来
年
１
月
の
使
用
分
か
ら

行
う
見
込
み
で
す
。 

 

か
つ
て
な
い
イ
ン
フ
レ
の
中

で
の
負
担
増
は
貧
困
拡
大
を
起

こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
市
議
団
は

予
算
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

   

３
月
26
日
、
福
山
保
育
団
体

連
絡
会
は
、
「
保
育
予
算
を
増
や

し
保
育
行
政
の
充
実
を
求
め
る
要

請
書
」
を
５
７
１
５
筆
の
署
名
と

と
も
に
市
へ
提
出
し
ま
し
た
。 

保
育
施
設
担
当
部
長
、
保
育
施

設
課
長
が
対
応
し
、
み
よ
し
、
塩

沢
両
市
議
が
同
席
し
ま
し
た
。 

要
請
書
は
、
①
保
育
予
算
の
拡

充
、
②
保
育
士
の
賃
金
・
処
遇
・

労
働
条
件
の
改
善
、
③
子
育
て
支

援
の
充
実
、
④
保
育
料
・
給
食
費

の
無
償
化
を
求
め
て
い
ま
す
。 

要
請
書
の
提
出
後
、
保
育
士
や

保
護
者
14
名
と
、
担
当
課
と
の
懇

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

       

        

参
加
者
か
ら
は
、「
子
育
て
中

の
保
育
士
も
急
き
ょ
休
め
る
よ

う
な
配
置
改
善
が
必
要
」、
「
新

卒
保
育
士
の
確
保
が
困
難
」
と

の
現
場
の
声
や
、「
５
つ
の
保
育

所
希
望
を
出
し
て
も
入
所
で
き

な
か
っ
た
」、
「
４
人
の
子
育
て

の
費
用
負
担
が
重
い
」
な
ど
の

保
護
者
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
保

育
・
子
育
て
の
条
件
改
善
や
負

担
軽
減
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

市
は
、
潜
在
保
育
士
の
復
職

支
援
強
化
や
、
保
育
士
資
格
取

得
の
支
援
、
高
い
保
育
料
の
見

直
し
に
次
年
度
取
り
組
む
方
針

を
説
明
し
ま
し
た
。 

よ
り
良
い
保
育
の
実
現
の
た

め
、
現
場
の
声
を
活
か
し
た
施

策
こ
そ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

塩沢みつえ 

みよし剛史 

福
山
市
２
０
２
６
年
度
予
算
が
成
立 

市
民
の
願
い
続
々
実
現
へ
！ 

豊
か
な
保
育
実
現
で
市
と
懇
談 

 

誰
も
が
安
心
の
保
育
現
場
に 

 

保
育
行
政
充
実
求
め 

５
７
１
５
筆
の
願
い 

お
で
か
け
乗
車
券
拡
充 

全
て
の
75
歳
以
上
に 

子
ど
も
医
療
費
助
成 

高
校
生
年
代
ま
で
拡
充 

企画政策部長に市議団の要望を提出(昨年 12 月) 

高
す
ぎ
る
保
育
料 

大
幅
引
き
下
げ
を
検
討 

一
方
で
負
担
増
も
次
々 

貧
困
拡
大
の
懸
念
に 

保育施設担当部長に署名を提出 

長年の保育運動を力に、保育料の

軽減や保育士確保策が大きく前進 


